
 

 
 
 

福島地方水道用水供給企業団業務の状況について 

    

 平成 26 年 8 月 26 日開催された企業団議会定例会において認定された福島地方水道用水供給企業団

水道用水供給事業会計平成 25 年度決算及び平成 26 年 9 月末現在の業務の状況について、その概要を

お知らせいたします。 

 

1．平成 25 年度決算の状況 

 

（1）総 括 事 項  

① 業務の状況  

（イ）水道用水供給事業 

平成 25 年度の年間総送水量は、40,903,660 ㎥（１日平均送水量 112,065 ㎥）で、前年度と比較して

302,820 ㎥（0.7％）の増となった。 

年間総有収水量は、40,552,214 ㎥（１日平均 111,102 ㎥）で前年度と比較して 277,290 ㎥（0.7％）

の増、当初予定水量と比較して、317,864 ㎥（0.8％）の増となったが、有収率は、99.1％で前年度と比

較して 0.1 ポイント低下した。 

    給水収益（消費税抜き）は 3,556,597,844 円で、当初予算と比較して 14,621,844 円（0.4％）の増と

なった。 

（ロ）水質検査事業 

水質検査事業は、構成団体の原水及び浄水の水質検査を受託し、水質検査手数料（消費税抜き）は

22,931,650 円で、当初予算と比較して 94,650 円（0.4％）の増となった。 

 ② 財政状況 

   本年度の収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益 3,620,414,844 円に対し水道用水供給事

業費用 3,484,418,214 円で、収支差し引き額 135,996,630 円が当年度純利益となり、前年度繰越欠損金

1,594,144,761 円から 135,996,630 円を差し引いた 1,458,148,131 円を未処理欠損金として翌年度に繰り越

した。 

   資本的収支（消費税込み）は、資本的収入 1,033,592,000 円に対し、資本的支出が 2,824,991,161 円と

なり、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1,791,399,161 円は、過年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 3,778,350 円及び、過年度分損益勘定留保資金 1,787,620,811 円で補てんした。 

 ③ 施設の耐震化 

   施設の耐震化計画に基づき水管橋等耐震化補強に取り組み、須川水管橋ほか耐震化補強実施設計業務委

託等 2 件の委託及び増沢水路橋耐震化補強工事を実施した。 

 ④ 東京電力㈱福島第一原子力発電所事故への対応 

   東京電力㈱福島第一原子力発電所事故により拡散飛来した放射性物質から水道用水の安全性を確保する

ため、福島県から平成 24 年度に引き続きゲルマニウム半導体検出装置の無償貸与を受け、検査結果を企業

団ホームページに掲載する等、水道水の安全性について広く周知に努めた。 

   また、浄水場敷地内に保管を余儀なくされている放射性物質を含む浄水ケーキ（浄水発生土）の早期処

分については、全国水道企業団協議会・日本水道協会の協力を得ながら国・県等関係機関への働きかけを

前年度に引き続き行った。 



 

 
 
 

0特 別 損 失 0 2 0 2 2

利益剰余金（△欠損金） △ 1,458,148

計 125,094,736 計 125,094,736

未 収 金 340,195 借 入 資 本 金 24,653,936

貯 蔵 品 23,784 資 本 剰 余 金 61,254,896

無 形 固 定 資 産 57,696,575 そ の 他 流 動 負 債 1,325

現 金 預 金 7,493,317 自 己 資 本 金 40,556,872

（単位　千円）

　資　　　　　　産　　　　　　の　　　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

有 形 固 定 資 産 59,540,865 未 払 金 85,855

前年度繰越利益剰余金（△欠損金） △ 1,594,145
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
（ △ 未 処 理 欠 損 金 ） △ 1,458,148

(４) 貸 借 対 照 表

経 常 利 益 （ △ 損 失 ） 135,999

特 別 利 益 （ △ 損 失 ） △ 2

当年度純利 益（ △損 失） 135,997

営 業 利 益 （ △ 損 失 ） 660,865

営 業 外 収 益 40,671

営 業 外 費 用 565,537

科 目 金 額

営 業 収 益 3,579,744

営 業 費 用 2,918,879

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,791,399千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額3,778千円及び過年度分損益
勘定留保資金1,787,621千円で補てんした。

(３) 損 益 計 算 書 （単位　千円）

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

100

計 1,879,971 969,769 0 2,849,740 2,824,991 0 24,749

100 0 0 100 0 0

企 業 債 償 還 金 1,645,457 1,082,850 0 2,728,307 2,728,307 0 0

備　　考
当初予算額 補正予算額 継続費逓次繰越額 合　　　　計

建 設 改 良 費 234,414 △ 113,081 0 121,333

決　　算　　額

継続費（翌
年度）
逓次繰越
額

不用額

96,684 0 24,649

予 備 費

計 819 1,032,800 0 1,033,619 1,033,592 △ 27

企 業 債 0 1,032,800 0 1,032,800 1,032,800 0

792 △ 27

当初予算額 補正予算額
継 続 費逓 次繰 越額
に係 る財 源 充 当 額 合　　　　計

負 担 金 819 0 0 819

126,777

（単位　千円）

資

本

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考

計 3,828,239 △ 41,162 0 3,787,077 3,660,300

予 備 費 100 0 0 100 0 100

2,952,705 126,676

営 業 外 費 用 716,367 △ 16,838 8,065 707,594 707,593 1

流 用 増 減 額 合　　　　計

営 業 費 用 3,111,772 △ 24,326 △ 8,065 3,079,381

17,277

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額 不 用 額 備　　考
当初予算額 補正予算額

計 3,759,839 22,271 0 3,782,110 3,799,387

3,758,720 15,672

営 業 外 収 益 16,791 22,271 0 39,062 40,667 1,605

当初予算額 補正予算額

地 方 公 営 企 業 法
第 24 条 第 3 項 の
規 定 によ る支 出 額
に係 る財 源 充 当 額

合　　　　計

営 業 収 益 3,743,048 0 0 3,743,048

(２) 収 支 の 状 況 （単位　千円）

収

益

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考

 



 

 
 
 

２．平成26年9月末現在の業務の状況

特 別 損 失 14,345 14,345 100.0

1,778,741 885,231 49.8

214,750 131,812

予 備 費 100 0 0.0

支

出

資 本 的 支 出 1,993,591 1,017,043 51.0

建 設 改 良 費 61.4

企 業 債 償 還 金

5,648 0 0.0

補 助 金 350 350 100.0

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

収

入

資 本 的 収 入 5,998 350 5.8

負 担 金

予 備 費 100 0 0.0

平成26年度資本的収支予算執行状況　(平成26年9月末現在） （単位　千円）

4,164,813 753,404 18.1

営 業 外 費 用 711,380 257,445 36.2
支

出

水道用水供給事業費用 4,890,638 1,025,194 21.0

営 業 費 用

3,854,783 1,940,956 50.4

営 業 外 収 益 1,057,353 861 0.1

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

収

入

水道用水供給事業収益 4,912,136 1,941,817 39.5

営 業 収 益

(１) 事 業 の 概 要

　平成26年9月末現在の給水状況は、予定年間総給水量40,288,880㎥に対し、給水量は
20,417,580㎥で50.7％の実績でした。

(２) 経 理 の 状 況

平成26年度収益的収支予算執行状況　(平成26年9月末現在） （単位　千円）

 


